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～過去の自然災害～ 

発問計画 

 

１、２時限用 
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１. 過去の自然災害①                                                  

本時のねらい（目標） 

岐阜県で起きた自然災害について、白地図や年表にまとめる活動を通して、時代や地域に関係なく様々な自
然災害が起きていたことに気付くとともに、被害の大きさや当時の様子について、被害の記録や写真などの資
料を活用し理解する。 

※本資料は長良川を対象とした資料で作成しています。ご自身の地域に応じた資料を適宜お使い下さい。 

※指導計画の   は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 

流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

導入 

(10 分) 

1.資料から学習の課題をつくり、見通し

をもつ。 

 

 
 

（資料１を提示する） 

 

＜学習の課題＞ 

「岐阜県では、どんな自然災害が起きた

のだろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習の課題をとら

えるために、既習

資料も活用して考

えるよう問いかけ

る。 

 

【資料 1】自然災害を想起させるイ

ラスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(25 分) 

2.岐阜県で起きた自然災害について、白

地図や年表にまとめる 

 

（資料 2、3を提示する） 

 

 

・白地図や年表にま

とめることを通し

て、自然災害が地

域、年代に関係な

く起こっているこ

とに気付かせる。 

 

・資料を根拠に話す

児童を価値付け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 2】岐阜県の自然災害 

 
 

【資料 3】岐阜県の自然災害の発生

位置の地図 

 

発問： 
自然災害には、どんなものがありま
すか？ 

・地震 
・洪水 
・土砂災害 

など 

発問： 
自然災害は「いつ」、「どこで」起こ
っているのでしょうか。白地図に、
「資料 3」の範囲と、「資料 2」の災
害の名前と発生した時期を書き写し
てみましょう。 
赤が地震、青が水害の被害があった
範囲です。 
 
この作業をして、気づいたことを発
表してください。 

・地震、洪水、土砂崩れなどの災害
は、岐阜県全域で起きている。 

・特に水害が多く起こっている。 
・同じ災害で、広い範囲で被害が発
生している。 

など 

 発問計画・学習教材 

  

洪水 地震 

土砂くずれ 大雨 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.過去の災害の被害について、資料を使

って調べる。 

 

（資料 4,5 を掲示または配布する） 

※木曽川、揖斐川の過去の災害の被害に

ついては、「提示資料（参考）」よりお

使い下さい。 

 

※解説： 

・これは 1976 年（今から約 40年前）

の 9月 12日に起こった洪水の写真。 

・9月 12 日に起こったので、『9.12 豪

雨災害』と呼ばれている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・浸水被害の数字な

どに着目させ、水

害の規模が大きか

ったことに気付か

せる。 

 

・写真や被害の規模

などから、『9.12

豪雨災害』を体験

した人たちの様子

や思いについて考

えるように助言す

る（次の時限の学

習に繋げる）。 

 

【ワークシート 1】白地図 

 
 

【資料 4】9.12 豪雨災害の被害 

 
 

【資料 4】9.12 豪雨災害の写真（岐

阜市北柿ヶ瀬周辺） 

 
 

【資料 5】被害写真（参考：岐阜

市） 

 

 

発問： 
資料から、どんなことが分かりまし
たか？考えられることを発表してく
ださい。 

・とても広い範囲が水に浸かってし
まった。 

・○戸もの家が浸水被害を受けた。 
・水に浸かってしまった家に住んで
いた人は、家に帰れなくなったの
ではないか。 

・とても大変な水害だった。 
など 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

 

終末 

(10 分) 

4.学習内容の振り返り、授業のまとめ。 

 

 
 

・学習でわかったこ

と、考えたことを

ワークシート等に

記入させる。 

 

【ワークシート 1】 

 
 

 

 

 

授業のポイント 

「岐阜県の自然災害」を授業に取り入れるにあたり、近年の水害を導入に用いることで、水害をより身近に

感じさせることも可能。資料『提示資料（参考資料）』を参照 

 

  

授業のまとめ： 
・岐阜県では、いつでも、どこで
も、様々な種類の自然災害が発生
している。 

・特に、『9.12 豪雨災害』は岐阜市
に大きな被害をもたらした、大変
な水害だった。 

※１時限のみの場合、「『9.12 豪雨
災害』を経験した人たちは、家や
家財を失うなど、とてもつらい思
いをしていた。」という点にも触
れる 
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１. 過去の自然災害②                                                   

本時のねらい（目標） 

『9.12 豪雨災害』を体験した地域の人達から、当時の様子について話を聞くなどの活動を通して、当時の生活の様子や苦
労、思いに気づき、自分の思いや考えをまとめることができる。 

※指導計画の   は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 

流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

導入 

(10 分) 

1.前の時限の学習の振り返りから、学

習の課題をつくり、見通しをもつ。 

 

 
 

＜学習の課題＞ 

「『9.12 豪雨災害』を経験した地域の

人々の話を聞き、当時の様子や経験し

た人々の思いを知る」 

 

＜学習の予想＞ 

 
 

・前回の学習内容

を全体で確認

し、今日の学習

の課題に繋げ

る。 

 

 

※新出の教材はなし。 

※必要に応じて、前の時限で使用し

た教材を活用する。 

 
 

 
 

 
 

展開 

(25 分) 

2.『9.12 豪雨災害』を体験した方の話

を聞いて、当時の人々の思いを考え

る。 

 

※グループワーク： 

・当時を経験した方に、『9.12 豪雨災

害』の記憶や、水害に対する思い、

児童に伝えたいことを話して頂く

（体験者を招くことが難しい場合

は、１時限授業用の「映像２「9.12

豪雨災害」体験者の話を活用するこ

とも可）。 

・話を聞いて分かったこと、考えたこ

とをワークシート等に記入する。 

 

・話を聞いて分か

る事実だけでな

く、話を聞いて

自分が感じたこ

とや思ったこと

を書くように助

言する。 

 

 

 

 

【映像】『9.12 豪雨災害』の体験者

の話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他、9.12 豪雨災害の関連写

真などで経験談を補足 

・家がなくなって悲しい。 
・家やまちを直すのが大変、つらい 
・二度と水害が起こって欲しくない
と思った。 

など 

発問： 
前回の授業では、『9.12 豪雨災害』
の被害について、資料を使って調べ
ました。では、水害の時にこの地域
に住んでいた人達は、どんな思いを
持っていたのでしょうか。 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

 
 

終末 

(10 分) 

3. 学習のまとめをする。 

 

 
 

・学習でわかった

こと、考えたこ

と想起し、ワー

クシート等に記

入できるように

助言する。 

 

【ワークシート 2】 

 
 

 

 

発問： 
『9.12 豪雨災害』を経験された方
のお話から、どんなことが分かりま
したか？分かったことや考えたこと
を発表してください。 

・水が迫ってきて、とても怖かっ
た。 

・命は助かったけれど、家や家の中
のものが流されてしまい、生活が
大変になった。 

・家や家財など、大切なものが失わ
れて、つらい思いをした。 

・大雨の時には、水害が起こるかも
しれないので、早めに避難するこ
とが大切。 

・自分の命を守るために、何ができ
るか考えたいと思った。 

など 

学習のまとめ： 
・『9.12 豪雨災害』を経験した人た
ちは、家や家財を失うなど、とて
もつらい思いをしていた。 


